
NPO法人 こどもの未来を考える会
2022年度総会議事次第

１ 開会・挨拶

２ 参加者自己紹介

３ 2021年度 事業報告・会計報告・監査報告

４ 2022年度 役員改選・活動体制

５ 2022年度 事業計画・予算計画

６ 交流会



NPO法人 こどもの未来を考える会 2021年度事業報告

①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

5月16日、6月13日 カフェ＆スペース飛行船フードイベント

タコライス・中華丼を皆さんで作り、ひこうせん、ゆめ広場、乙事公
民館などで、多くの子供たちや大人のみなさんに楽しんでいただき、
食を通じた多世代の居場所づくりをしました。



①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

カフェ＆スペース ひこうせんでの週４日の子供の居場所づくり

一緒に遊んだり、勉強したり、楽しい放課後の居場所づくりを実践。
コロナで中止にはなりましたが、こどもレストランの企画やお菓子作りも
こどもたちと一緒に行いました。



アトリエDEFさん、机ラボさん、サムディさんたちとの連携により
竹林整備で伐採した竹を使ったハーブプランターづくり
メンバーの皆さんの協力による「歌」を楽しむ居場所、フェルトちくちく
体験など体験型の学びの場づくりも実践しました。



①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

アートセラピー はなうた （月１回）

毎回違うテーマを与えて、自由創作とシェアリング（作品を発表して分かち合う時間）で1時間半。
＜創作時間＞たっぷりの材料から、使ってみたい興味あるものや好きなものを手に取り、ゼロから考え
て好きなようにつくるのが、「はなうた」スタイル！描く、工作、編む、縫う、詩を書く、文章を書く、
歌う、踊る、など、楽しいと思える表現を見つけて創作します。

＜シェアリング＞作者が作品について語り、参加者の皆さんが感想や質問をして、お互いにいろんな発
見や気づきを得る時間。時に、言葉にできない気持ちや嫌な体験を伝えて、気持ちを浄化したり、共感
を得たり。そういった交流を経て、気持ちを取り直す子もいます。



コロナ禍でも、感染対策を万全に
行い、居場所機能を継続

記者さんの取材に、こどもが「心
配ごとが多いけれど、ここに来る
とそれが消えちゃう」と回答



安全安心の手作りのお弁当の販売、社共などへのお弁当の提

供などを行いました。

② 食等を通じたまちづくり事業

4月～６月 カフェ＆スペース飛行船として総菜・カフェ事業

10月～シェアカフェとして３人のスタッフによるカフェ・レストラン



カフェスペースを会員に貸し出し、シェアcafe方式によ
りこだわりの美味しい食を提供、賃料分はNPO法人に寄
付をいただきました。

Yukart
酵素玄米

AlｇAe(アルジー）
地域産の果物を活かし
たスイーツベトナム・
インド料理

Living things as they are
(ヴィ―ガンスイーツ・
ヌードル等）



不登校の子ども達に
お弁当を届けて
温かく見守り

なるべく
地域産の

安心安全な素材

② 食等を通じたまちづくり事業

富士見町からの委託による見守り（わんぱく）弁当事業

フードドライブのお
米（地域の真心米）

の活用



③ 持続可能な地域づくりに関する事業

リユース商品・手作り商品の販売コーナーづくり

ご自由にお持ちくださいスペースづくり



カフェ＆スペースひこうせんが切り絵で紹介 アトリエDEFの端材を利用したお皿の販売収益を
こどもの未来を考える会に寄付へ

https://tadori.jp/



富士見町未来のまちづくり・ラボ構想

学びの郷 SDGs・地域経済循環のまちづくりワークショップ

等を通じたリビングラボづくり

「食」「森」の魅力等を生かした地域経済循環の実践
地域内経済循環
の実践・協働
プロジェクト

交流
の場

活躍
の場

子ども・若者の居場所と創造の場づくり創造
の場

未来を担う
子ども・若者支援

③ 持続可能な地域づくりに関する事業

富士見まちづくりラボ
（商工会・合同会社きざしとのコンソーシアム事業）



学びの郷 SDGs・地域経済循環のまちづくりワークショップ

等を通じたリビングラボづくり
交流
の場



・地域内の継続した一定の需要を作
り、お年寄り等買い物に行くのが困
難な人たち向けに

味の会、富士見まちづくりラボ、は
なまる屋と連携して、富士見高原み
その宅配プロジェクトを展開。

・宅配便を配達する「ついで配達」
により地域内物流を作る社会実験

・売上の一部はこどもの未来を考え
る会に寄付

「食」「森」の魅力等を生かした地域経済循環の実践
地域内経済循環
の実践・協働
プロジェクト

活躍
の場



SDGsつながりマップ

やつリンク

富士見・八ヶ岳山麓の人・もの・コト

をつなげる魅力発信アプリ

やつリンクを通じて、地域のお店、事業者、団体が

①SDGSを考えるきっかけが得られる。

②SDGSに取り組むヒントが得られる。

③SDGSによる価値創造ができる（SDGSの取組発信）

④お店等の課題解決につなげる（例：求人）

⑤他の事業者、団体、住民とつながって地域のSDGS実現

につながるプロジェクトが始まる



理事会
（事業計画決定機関）

総会

会計労務チーム
（小林・細川・野中）

カフェチーム
（佐藤・豊川・岡崎）

居場所チーム
（斎藤、野口、青木、久保川、国
広、中島、井出、野中（はつえ・
大地）、原橋、樋口

事務局チーム
（斎藤・中島・山田）

事務局サポート
（伊与久、上條）

わんぱく弁当チーム
（野中、原橋、青木、斎藤、早川
岡崎、佐藤、豊川、西川）

アトリエはなうた
チーム

（西川・小林）

NPO法人こどもの未来を考える会 2022年度役員改選活動体制

理事：中島（代表）、伊与久（副）、山田（副）、斎藤
監事：青木



カフェ・キッチン料金
カフェスーペース キッチンスペース

会の活動としての利
用

無料 無料

理事の利用 無料 3時間単位 500円

カフェスタッフ
（会員）

20日以上 月20,000円
3時間単位 500円

シェアキッチン
（カフェスタッフの
同意のもと・会員）

3時間単位 1000円

会員イベント企画 3時間単位 1000円＊ なし

会員・賛助会員利用 2時間ごとに 1000円＊ なし

カフェ・居場所・アトリエはなうた・会活動 優先的に決定
＊冬季期間（暖房利用）１時間毎に500円



NPO法人こどもの未来を考える会 2022年度事業計画

①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

• ひこうせんでの子供の居場所づくり（月、水、木、金）

学校休み期間はスタッフ提案によるイベント開催

オッコー祭りでのイベント出店 等

・アートセラピーはなうた （月１回）

・みんなのえんがわ

（高齢者等地域のみなさんの居場所）

毎月第１、第３木曜日10:30-15:00

②食を通じたまちづくり事業

・シェアカフェ・見守り弁当事業



NPO法人こどもの未来を考える会 2022年度事業計画

③持続可能な地域づくり事業

〇ひこうせんでのリユース・リサイクル事業

・地域の手作り品販売事業

・会員の研修・学びの場づくり

・会員のみなさんのアイデアでわくわくする・地域を元気にする活動を
展開

〇富士見まちづくりラボ事業

・学びの郷：協働農園プロジェクト

富士見高校総合学習支援プロジェクト

・地域経済循環プロジェクト

やつリンクを通じたSDGSの地域づくり支援

ゼロカーボンプロジェクト（太陽光と地域共生）


